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に
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
o

一
一
一
人
に
の
ぼ
る
被
告
者

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら
一
刻
も
早
て
い
ま
す
が
今
年
も
、

く
特
効
薬
と
い
わ
れ
て
い
る
蛇
奇
被
皆
者
が
で
で
き
て
い

血
消
(
注
射
〉
を
大
人
で
普
通
一
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら
川

本

か

一

一

木

う

つ

必

要

が

あ

り

ま

す

と

ほ

冷

に

、
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2，000石

に
お
い
て
協
議
の
結
果

大
法
地
域
水
賂
救
済
会

〈
事
務
所
役
場
内
V

が

新
た
に
発
足
い
た
し
次

各
地
に
年
々
漁
船
の
川
蛾
引
於
が
依
一
件
地
に
救
難
針
策
か
-
守
二
J

こ
〉
こ
一
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の
役
員
が
選
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れ
ま
し

け

れ
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お

肘
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M
Uれ
て
止
ま
せ
ん

f-Ju--F織
が
白
出
附
一
す
o
漁
業
の
置
は
独
り
漁
践
の
み
で
一
会
長
小
幡
高

パ
バ
し
て
沼
市
首

L
t
こ
と
は
記
憾
に
あ
一
は
な
く
、
迎
難
の
防
止
と
、
理
一
時
に
一
副
会
長
米
川
昇
作
、
川
ト
針
縫

リ
リ

ιと
J

」
ろ
で
あ
り
ま
す
。
水
蛾
救
一
一
方
け
る
救
燃
限
勢
の
確
立
が
不
可
欠
な
一
円
地
芝
目
別
手
J

設
裂
が
別
品
川
三
十
二
ん
な
布
さ
れ
全
国
一
雨
前
凶
で
は
な
い
か
と
町
及
び
悶
係
漁
協
一

3
釦
判
制
的
師
、
飛
田
惣
一

ー「

漁
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ロ
勺
兵
入
り
で
報
導
さ
れ
て
い
官
し
た
一
全
面
的
に
活
訴
を
収

当
町
で
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
、
当
時
一
り
一
民
し
主
し
た
が
、

川
水
不
足
で
納
付
不
能
の
も
の
、
出
川
辺
げ
一
川
布
ま
で
雨
ら
し
い

に
繰
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
、
も
ろ
少
一
雨
が
降
ら
ず
、
こ
の

し
で
枯
れ
よ
ろ
と
し
て
い
る
も
の
合
せ
一
ま
、
で
は
何
れ
古
一
六

て
九
十
町
歩
も
あ
り
ま
し
た
Q

町
で
は
一
危
機
に
一
前
面
ず
る
こ

こ
の
事
態
に
対
処
し
で
、
早
速
治
水
対
一
と
が
予
感
さ
れ
ま
す

策
木
部
を
つ
く
り
、
関
係
代
表
者
配
も
一
県
で
は
、
緊
急
同
閉
会

う
ら
し
た
対
策
協
議
会
在
結
成
、
急
拠
一
を
招
集
、
緊
急
対
策

対
紫
に
乗
り
出
し
ま
し
た

o
mち
土
地
一
と
し
て
、
深
井
戸
、
民

改
良
工
事
が
終
っ
た
ば
か
り
で
、
思
う
一
浅
井
一
戸
を
刻
り
地
下

よ
う
に
用
水
の
廻
ら
な
い
、
大
賞
地
区
一
水
か
」
回
開
げ
て
用
水
を

改
良
区
ハ
北
区
〉
に
対
し
て
は
、
千
波
一
総
保

1
る
こ
と
L

し

土
地
改
災
区
に
怒
議
し
、
排
水
舎
の
拾
ぶ
一
弘
小
中
♂
舗
の
補
助
金

皆
さ
ん
翻
存
知
で
す
か

て
綿
製
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
か
ら
、

な
る
べ
く
早
く
本
籍
地
の
市
町
村
役
場

の
一
戸
籍
係
へ
、
夫
婦
の
認
印
を
持
参
の

上
、
申
し
出
て
下
さ
い
。
改
製
が
実
施

昭
和
二
十
三
年
に
新
し
い
一
戸
…
締
法
が
一
婦
に
つ
い
て
、
そ
も
ぞ
れ
新
一
円
絡
げ
と
さ
れ
て
い
る
期
間
中
の
厨
山
内
は
出
生
、

施
行
さ
れ
て
、
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年
で
十
年
に
な
り
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作
ら
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ま
す
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問
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と
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出
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な
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絡
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五
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ら
れ
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っ
せ
い
に
」
刷
、
籾
の
隠
胞
に
よ
り
長
男
が
春

ι
欝
・
れ
を
豊
喜
一
応

一
一
)
年
間
の
予
定
で
完
了
す
る
こ
と
に
な
一
日
制
し
て
い
る
場
合
、
親
が
同
一
一
戸
籍
一

E
J
キ
意
義
謹

一同一日町一一一町駅前一一一引一一一一一一一一世刊行止

i
l
l
lょ
と
し
た
戸
?
て
あ
っ

1
1
ν

ま
ず
一
戸
的
、
護
者
、
母
、
弟
(
継
母
引
っ
一
一
ー
〆
す
九
月
一
日

一
主

2
り
、
そ
の
次
に
戸
主
の
妻
、
子
一
れ
子
)
の
一
一
一
人
が
在
籍
す
る
戸
工
一
、
応
募
先
大
洗
町
立
機
浜
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収
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ら
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て
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冒
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れ
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ら
れ
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町
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円
乃
至
八
、
九
万
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夫
婦
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叔
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こ
で
ま
一
川
幾
初
ハ
会
長
行
川
阿
弥
氏
一
恥
訂
い
沼
市
聞
か
)
設
け
て
誠
一
数
多
く
の
木
町
懸
案
の
訪
問
題
に
古

い
で
い
は
日
闘
の
ご
で
は
幾
楽
改
良
普
及
所
、
J

術

事

こ

よ

一

!

ト

ソ

ー

ダ

の

一

な

き

努

力

を

H
A
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
β

u
j
l
E
残
効
諮
問
は
五
十
口
M

…
官
で
あ
る
と
去
一
去
る
五
月
十
六
日
自
宅
に
お
い
て
心
吻

浅
野
晶
体
焼
石
巡
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
:

ず
さ
設
ん
で
哀
悼
の
唆
，
‘

=

圃

タ

4
円

軍
品
グ
ハ
士
官
庁

夫

婦

本

位

ム
シ
院
か
ま

却
も
皐
く
警

(
問
問
輸
は
一
本
ご
千
円
山
制
度
)

O

一一切

血
清
が
な
か
っ
た
り
、
病
院
が
速

い
場
合
に
は
胤
者
の
不
安
が
大
き

い
の
で
警
察
で
は
機
動
力
な
利
用

ー
し
て
血
清
の
手
間
ゃ
、
ま
た
深
夜

で
も
各
警
察
裂
の
パ
ト
ロ
|
ん
カ

ー
が
血
清
や
医
師
を
乗
性
て
急
行

マ
県

子宮
害
対
策

"""~-"")事

県
会
議
長
広

今
次
の
子
容
は
淡
以
県
内
水
田
両

の
約
問
州
市
に
及
ぶ
水
田
に
甚
大
な
る

害
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
推
則
さ
れ

お
り
ま
す
が
、
去
る
三
月
末
の
凍
結

詩
に
玄
ね
て
の
稀
有
の
災
皆
に
農
家
の

窮
欣
は
ま
こ
と
に
深
刻
で
日
を
阪
う
も

の
が
あ
り
今
后
の
農
業
経
営
及
び
生
活

は
真
に
愛
成
さ
れ
る
か
の
が
あ
り
ま
す

わ
れ
/
¥
町
村
は

R
下
関
係
者
の
協

力
の
も
と
に
応
急
摘
版
企
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
め
り
ま
す
が
、
こ
の
時
に
心
当

り
県
下
町
村
の
総
出
品
を
も
っ
て
去
る
六

月
九
日
以
降
再
一
一
一
に
一
日
一
り
、
平
山
清
田
村

は
淡
域
肘
川
町
村
議
長
会
々
長
と
し
て
茨

域
間
畑
町
村
会
長
川
川
村
制
民
と
共
に
友
交

県
知
務
並
び
に
宇
佐
美
県
議
会
問
長
に

陳
情
い
た
し
ま
し
た
が
ち
そ
の
被
容
と

現
地
の
実
情
に
鑑
み
去
る
七
月
五
日

ね
て
次
の
本
萌
に
つ
い
て
陳
情
い
た

ま
し
た
。

一、
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私
は
湖
南
地
万
が
東
京
の
奥
降
敷
で
船
が
人
っ
て
来
れ
ば
金
も
務
φ

り
る
し

あ
る
と
す
れ
ば
、
英
の
離
れ
降
敷
に
そ
れ
だ
け
町
に
j

ラ
ス
に
な
る
わ
け

し
た
い
と
い
う
考
へ
で
、
機
会
あ
る
で
あ
り
ま
す
。
今
泡
以
内
は
勿
論
拐

毎
に
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
木
、
昨
山
内
、
山
烈
、
埼
玉
万
一
向
と
ん
f

市
川
く
英
の
し
ゐ
し
が
見
え
て
来
た
二
後
一
目
成
郎
心
一
山
か
ら
の
お
存
斗
一
考
ー

と
は
、
悦
以
し
い
こ
と
で
あ
り

I
1
る
と
、
間
内
北
九
の
は
け
一
一
小
h
y

八
る
だ
ん

と
い
う
の
は
も
う
洲
市
地
万
が
飽
和

7
レ
一
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ろ
次
山
一
二
あ
り
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寸
け
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限
守
、
、
こ
れ
以
と
お
容
を
送
リ
込
河
川
在
旭
日
中
一
一
ゃ
れ
ヤ
一
川
門
川
仙
の
比
一

め
な
い
と
い
う
の
マ
、
同
扶
で
は
人
子
工
と
、
今
年
か
ん
始
E
る
、
問
符
線

年
の
又
は
輸
送
を
千
葉
、
茨
M
刊
に
中
山
一
の
電
化
と
は
、
淡
々
大
泌
が
有
利
な

点
を
お
き
、
特
に
大
洗
へ
は
一
例
引
条
件
に
な
る
訳
で
寸
が
、
た
Y
大
切

を
す
る
と
い
う
決
定
を
し
た
が
ら
で
な
問
題
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入
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た
と
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山
口
す

あ
り
ま
す
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か
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と

で
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町
の
良
栄
倍
以
興
を
図
る
と
共
に
、
忠
交
通
機
問
、
宿
泊
施
設
、
娯
楽
施
設

ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
と
英
の
他
色
旬
、
あ
↑
Q

わ
け
で
す
が
、
何

ん
ど
ん
お
実
在
誘
致
す
る
と
い
う
市
ん
と
い
っ
て
も
、
大
栄
が
市
失
心
し
て
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事
で
あ
り
ま
し
て
、
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楽
し
め
る
、
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ン
ト
に
達
す

他
康
な
町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

道
路
の
下
水
或
は
明
芥
の
汚
物
処
埋

等
白
の
前
に
迫
っ
て
解
決
し
な
け
れ
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な
ら
な
い
課
題
が
沢
山
あ
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ま
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岸
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迷
叩
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申
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ま
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衛
生
方
面
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作
年
か
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山
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区
含
、
ま
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モ
デ
ル
地
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と

し
て
、
蚊
と
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の
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な
い
運
動
を
は
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め
て
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り
ま
す
が
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だ
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だ
ん
地
域
も
鉱
張
さ
れ
、
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地
区
の

百
年
問
、
婦
人
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町
内
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し
て
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効
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こ
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。
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踊
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娠
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叩
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入
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叫
排
卵
の
抽
出
産
、
国
家
的
に
は
一
一
清
掃
法
は
昭
和
一
一
十
九
年
の
制
定
で
す

p

l

m

内

の

汲

取

口

の

改

善

一

如

何

に

明

る

〈

、

一

八

五

億

の

鳩

加

と

な

る

o

こ
れ
は
深
一
そ
の
芳
四
条
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
一
二
年

許
可
ナ
ン
と
、
コ
シ
ク
リ
l
一
い
か
に
経
済
的
で
揚
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。
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滋
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。
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仇
に
封
す
る
向
性
こ
と
か
ら
、
川
附
託
良
さ
ん
中
心
が
最
ム
に
七
日
で
ハ
エ
と
な
り
(
羽
化
し
飛
ぴ
一
に
巡

μす
る
よ
う
に
見
う
け
ら
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通
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落
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